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授業の考察③（小Ａ）-1  

２ 研究の実際 ＞ (２) 「強み」に関する活動プログラム 

オ 「強み」に関する活動プログラムの実践 授業の考察（Ａ小学校 第６学年 ３時目）                      

◆本時の考察の視点 

  本時のねらい「『強み』に着目した交流活動を通して、『強み』を生かしていこうとする意欲を高め、 

自分や友達の『強み』を見付け、『強み』の生かし方を考えることができるようにする」を達成すること 

ができたかを、振り返りシートの結果と記述から考察します。考察の視点は、以下のとおりです。 

  なお、ワークシートの記述や授業の様子等も参考にしています。 

 

 

◆本時の考察（「振り返りシート」の結果と記述から） 
【① 学習に進んで参加することができたか】 

振り返りシートの「学習に進んで参加す

ることができましたか」の質問に対して、

「できた」と回答した児童の割合は85.7％、

「だいたいできた」と回答した児童の割合

は14.3％でした（図１）。また、児童の振り

返りシートには、「グループのみんながたく

さん『強み』を書いてくれたので嬉しかっ

た」「友達の『強み』や自分の『強み』をさ

らに知ることができた。グループの友達の

『強み』を知ることは大切だと感じた」など

の記述が見られました。これらのことから、

児童は「お宝ウェビング」や「これがあれば

大丈夫！」の交流活動等に進んで参加し、意欲的に自分や友達の「強み」を知ろうとしたと考えます。

【① 学習に進んで参加することができたか】 
   振り返りシートの「学習に進んで参加することができましたか」の質問で、 

意欲的に自分や友達の「強み」を知ろうとしたり「強み」の生かし方を考えようとしたり 

したかを考察します。 

【② 自分や友達の「強み」を伝え合うことができたか】 
   振り返りシートの「自分や友達の『強み』を伝え合うことができましたか」の質問で、 

自分や友達の「強み」を知ったり「強み」の生かし方を考えたりするために、自他の「強み」

を伝え合うことができたかを考察します。  

【③ 自分の「強み」を知ることができたか】 

   振り返りシートの「自分の『強み』を知ることができましたか」の質問で、 

自分の「強み」を知ることができたかを考察します。 

【④ 友達の「強み」を知ることができたか】 
   振り返りシートの「友達の『強み』を知ることができましたか」の質問で、 

友達の「強み」を知ることができたかを考察します。 

【⑤ 今後、自分の「強み」を生かしていこうと思ったか】 
振り返りシートの「今後、自分の『強み』を生かしていこうと思いましたか」の質問で、 

「強み」を生かしていこうとする意欲を高め、自分の「強み」の生かし方を考えることが 

できたかを考察します。   
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図１ 学習に進んで参加することができたかについて 

 のアンケート結果（振り返りシートより） 
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今後も、児童が進んで学習に参加することができるように、グルーピングや座席配置、個別の言葉掛け

等の配慮が必要であると考えます。 

 

【② 自分や友達の「強み」を伝え合うことができたか】 
振り返りシートの「自分や友達の『強み』

を伝え合うことができましたか」の質問に対

して、「できた」と回答した児童の割合は

85.7％、「だいたいできた」と回答した児童

の割合は14.3％でした（図２）。また、児童

の振り返りシートには、「『強み』を、友達が

ウェビングに書いてくれたので、自分の『強

み』が分かって良かった」「『強み』を伝え合

ったら、みんな『強み』がちがって良いとこ

ろがあった。自分も良いところがあった」な

どの記述が見られました。これらのことか

ら、児童は「お宝ウェビング」や「これがあ

れば大丈夫！」の交流活動等を通して、自分

や友達の「強み」を知るために自他の「強み」を伝え合うことができたと考えます。 
 
【③ 自分の「強み」を知ることができたか】 

振り返りシートの「自分の『強み』を知る

ことができましたか」の質問に対して、「で

きた」と回答した児童の割合は90.5％、「だ

いたいできた」と回答した児童の割合は

9.5％でした（図３）。また、児童の振り返り

シートには、「自分の『強み』を他の人から

書いて教えてもらったから、どんな『強み』

があるのか分かった」「自分が見付けた『強

み』と友達が見付けてくれた『強み』を知る

ことができた。自信がもてた」などの記述

が見られました。これらのことから、児童

は「お宝ウェビング」や「これがあれば大丈

夫！」の交流活動等を通して、自分の「強み」を知ることができたと考えます。 
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図３ 自分の「強み」を知ることができたかについて 

 のアンケート結果（振り返りシートより） 

図２ 自分や友達の「強み」を伝え合うことができ

たかについてのアンケート結果（振り返りシ

ートより） 
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【④ 友達の「強み」を知ることができたか】 
振り返りシートの「友達の『強み』を知る

ことができましたか」の質問に対して、「で

きた」と回答した児童の割合は85.7％、「だ

いたいできた」と回答した児童の割合は

14.3％でした（図４）。また、児童の振り返

りシートには、「自分だけじゃなくて、いろ

いろな人の『強み』を知ることができた」「み

んな『強み』をもっていてすごいなあと思っ

た」という記述が多く見られました。これら

のことから、児童は「お宝ウェビング」や「こ

れがあれば大丈夫！」の交流活動等を通し

て、友達の「強み」を知ることができたと考

えます。 

 
【⑤ 今後、自分の「強み」を生かしていこうと思ったか】 

振り返りシートの「今後、自分の『強み』

を生かしていこうと思いましたか」の質問

に対して、「思った」と回答した児童の割合

は 81.0％、「だいたい思った」と回答した児

童の割合は 19.0％でした（図５）。また、児

童の振り返りシートには、「これからも自分

の『強み』を生かしてがんばっていきたい」

「いろいろな『強み』があったから、これか

らはリュックサックに入れた『強み』を忘れ

ないで生かしていきたい」という記述が多

く見られました。これらのことから、児童は

「お宝ウェビング」や「これがあれば大丈

夫！」の交流活動等を通して、今後、自分の

「強み」を生かしていこうと思っていることが分かりました。 

 

 
以上の結果より、３時目の授業において、児童は進んで授業に参加し、自分や友達の「強み」を伝え合

い、自分や友達の「強み」を知ったり、自分の「強み」を生かしていこうと思ったりすることができたこ

とが分かりました。特に、２時目の「自分の『強み』を生かすことができると思いましたか」と３時目の

「今後、自分の『強み』を生かしていこうと思いましたか」の質問に対して、「思った」と回答した児童の

割合を比較すると、３時目で19.1ポイント増加していました。その理由として、３時目の交流活動で、こ

れまでに見付けた「強み」や新たに友達から見付けてもらった「強み」を整理して視覚化したことによっ

て、自分の「強み」がより明確になり、自信や活用への見通しにつながったためであると考えます。これ

らのことから、今後も、様々な教育活動と関連付けながら、自分や友達の「強み」を生かしていこうとす

る意欲を高め、自分や友達の「強み」を見付け、「強み」の生かし方を考えることができるような取組を継

続する必要があると考えます。 
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図４ 友達の「強み」を知ることができたかについて 

 のアンケート結果（振り返りシートより） 

図５ 今後、自分の「強み」を生かしていこうと思っ 

たかについてのアンケート結果（振り返りシー 

トより） 
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◆３時間の授業を通した考察（「振り返りシート」の結果と記述等から） 

  ３時間の授業の振り返りシートに共通する質問項目①「学習に進んで参加することができましたか」、

③「自分の『強み』を知ることができましたか」、④「友達の『強み』を知ることができましたか」から

考察します。 
①「学習に進んで参加することができま

したか」の質問に対して、「できた」と回答

した児童の割合は増えていることが分かり

ました（図６）。その理由として、学習内容

が児童の実態に合っていたこと、ウェビン

グマップを用いて「強み」を見付ける交流活

動を繰り返し行ったため、見通しをもって

安心して活動できたことなどが考えられま

す。 
③「自分の『強み』を知ることができまし

たか」の質問に対して、「できた」と回答し

た児童の割合は増えており、④「友達の『強

み』を知ることができましたか」の質問に対

して、「できた」と回答した児童の割合は、

２、３時目には 85％を超えました（図７）。

また、３時間の学習後の感想には、「１番最

初に『強み』の勉強をしたときに、本当に自

分の『強み』を知ったり生かしたりすること

ができるのかなあと思った。でも『強み』の

勉強をしていくうちに自信が付いた」「１時

目は『強み』が何だかよく分からなかった。

でも、３時間を通して友達の『強み』を見付

けたり友達から『強み』を見付けてもらった

りするうちに、自分のことがよく分かり楽

しくなった」等の記述が見られました。これ

らのことから、３時間を通して「強み」に着

目した交流活動に取り組み、友達から見付

けてもらった「強み」を参考にして自分の

「強み」について考えたことにより、自他の

「強み」に気付きやすくなり、「強み」を知

ることにつながったと考えます。 

以上のことから、「強み」に着目した交流

活動を繰り返し行う「『強み』に関する活動

プログラム」は、児童が互いに自他のよさを

見付け、認め合うことに有効であったと考

えます。 

 

図６ 共通する質問項目①についてのアンケート結果

（振り返りシートより） 

図７ 共通する質問項目（③、④）についてのアンケ

ート結果（振り返りシートより） 
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２ 研究の実際 ＞ (２) 「強み」に関する活動プログラム 

オ 「強み」に関する活動プログラムの実践 授業の考察（Ｂ小学校 第６学年 ３時目）                      

◆本時の考察の視点 

  本時のねらい「『強み』に着目した交流活動を通して、『強み』を生かしていこうとする意欲を高め、 

自分や友達の『強み』を見付け、『強み』の生かし方を考えることができるようにする」を達成すること 

ができたかを、振り返りシートの結果と記述から考察します。考察の視点は、以下のとおりです。 

  なお、ワークシートの記述や授業の様子等も参考にしています。 

 

 

◆本時の考察（「振り返りシート」の結果と記述から） 
【① 学習に進んで参加することができたか】 

振り返りシートの「学習に進んで参加す

ることができましたか」の質問に対して、

「できた」と回答した児童の割合は91.9％、

「だいたいできた」と回答した児童の割合

は8.1％でした（図１）。また、児童の振り返

りシートには、「今日の活動で、みんなの『強

み』をいっぱい見付けることができて、みん

なに『強み』をいっぱい見付けてもらえてう

れしかった」「他の人からいろいろなアイデ

ィアをもらって、自分でもいろいろなアイ

ディアを思い付いて書くことができた」な

どの記述が見られました。これらのことか

ら、児童は「お宝ウェビング」や「これがあれば大丈夫！」の交流活動等に進んで参加することができ

【① 学習に進んで参加することができたか】 
   振り返りシートの「学習に進んで参加することができましたか」の質問で、 

意欲的に自分や友達の「強み」を知ろうとしたり「強み」の生かし方を考えようとしたり 

したかを考察します。 

【② 自分や友達の「強み」を伝え合うことができたか】 
   振り返りシートの「自分や友達の『強み』を伝え合うことができましたか」の質問で、 

自分や友達の「強み」を知ったり「強み」の生かし方を考えたりするために、自他の「強み」

を伝え合うことができたかを考察します。  

【③ 自分の「強み」を知ることができたか】 

   振り返りシートの「自分の『強み』を知ることができましたか」の質問で、 

自分の「強み」を知ることができたかを考察します。 

【④ 友達の「強み」を知ることができたか】 
   振り返りシートの「友達の『強み』を知ることができましたか」の質問で、 

友達の「強み」を知ることができたかを考察します。 

【⑤ 今後、自分の「強み」を生かしていこうと思ったか】 
振り返りシートの「今後、自分の『強み』を生かしていこうと思いましたか」の質問で、 

「強み」を生かしていこうとする意欲を高め、自分の「強み」の生かし方を考えることが 

できたかを考察します。   
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図１ 学習に進んで参加することができたかについて 

 のアンケート結果（振り返りシートより） 
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ていたと考えます。今後も児童が進んで学習に参加することができるように、グルーピングや座席配置、

個別の言葉掛け等の配慮が必要であると考えます。 

 

【② 自分や友達の「強み」を伝え合うことができたか】 
振り返りシートの「自分や友達の『強み』

を伝え合うことができましたか」の質問に

対して、「できた」と回答した児童の割合は

86.5％、「だいたいできた」と回答した児童

の割合は13.5％でした（図２）。また、児童

の振り返りシートには、「グループの友達が

自分の書いた『強み』を認めてくれたとき

に、書いて良かったなとうれしくなった。ま

た、グループの友達から教えてもらった『強

み』を生かせたらいいと思う」「自分の『強

み』とその『強み』の生かし方を教えてもら

ったので、これからその『強み』を生かして

がんばっていきたい」等の記述が見られま

した。これらのことから、児童は「お宝ウェビング」や「これがあれば大丈夫！」の交流活動等を通し

て、自分や友達の「強み」を知るために自他の「強み」を伝え合うことができたと考えます。 

 
【③ 自分の「強み」を知ることができたか】 

振り返りシートの「自分の『強み』を知る

ことができましたか」の質問に対して、「で

きた」と回答した児童の割合は83.8％、「だ

いたいできた」と回答した児童の割合は

16.2％でした（図３）。また、児童の振り返

りシートには、「自分が思っている『強み』

だけでなく、自分が知らない『強み』もあっ

たので良かった。二つの『強み』を選んだの

で、困ったときに使いたい」「自分の『強み』

だと思ったこと以外にもそれにつながる『強

み』が見付かったので良かった」という記述

が多く見られました。これらのことから、児

童は「お宝ウェビング」や「これがあれば大丈夫！」の交流活動等を通して、自分の「強み」を知るこ

とができたと考えます。 
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図３ 自分の「強み」を知ることができたかについて 

 のアンケート結果（振り返りシートより） 

図２ 自分や友達の「強み」を伝え合うことができた

かについてのアンケート結果（振り返りシート

より） 
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【④ 友達の「強み」を知ることができたか】 
振り返りシートの「友達の『強み』を知

ることができましたか」の質問に対して、

「できた」と回答した児童の割合は86.5％、

「だいたいできた」と回答した児童の割合

は13.5％でした（図４）。また、児童の振り

返りシートには、「友達の『強み』を知って、

人それぞれ『強み』がちがうということが

改めて分かったので良かった」「友達の『強

み』を書くことができたし、友達の『強み』

を知ることができたので良かった」という

記述が見られました。これらのことから、

児童は「お宝ウェビング」や「これがあれ

ば大丈夫！」の交流活動等を通して、友達の「強み」を知ることができたと考えます。 

 
【⑤ 今後、自分の「強み」を生かしていこうと思ったか】 

振り返りシートの「今後、自分の『強み』

を生かしていこうと思いましたか」の質問

に対して、「思った」と回答した児童の割合

は75.7％、「だいたい思った」と回答した児

童の割合は24.3％でした（図５）。また、振

り返りシートには、「自分の『強み』を知っ

て、今の自分にできることが分かった。これ

から自分の『強み』を生かしていこうと思

う」「グループのみんながいっぱい『強み』

を見付けてくれて、その『強み』をいろいろ

なところで生かせたらいいなと思った」

「『強み』はだれにでも必ずあるから、その

『強み』を生かすことがとても大切だと思

った。自分の『強み』を生かしてがんばりたい」という記述が多く見られました。これらのことから、

児童は「お宝ウェビング」や「これがあれば大丈夫！」の交流活動等を通して、今後、自分の「強み」

を生かしていこうと思っていることが分かりました。 

 
 
 

以上の結果から、３時目の授業において、児童は進んで授業に参加し、自分や友達の「強み」を伝え合

い、自分や友達の「強み」を知ったり自分の「強み」を生かしていこうと思ったりすることができたこと

が分かりました。また、２時目の「自分の『強み』を生かすことができると思いましたか」の質問に対し

て「思った」と回答した児童の割合（52.6％）と、３時目の「今後、自分の『強み』を生かしていこうと

思いましたか」の質問に対して「思った」と回答した児童の割合（75.7％）を比較すると、23.1ポイント

増加していました。その理由として、３時目の交流活動で、これまでに見付けた「強み」や新たに友達か

ら見付けてもらった「強み」を整理して視覚化したことによって、自分の「強み」がより明確になり、活
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図５ 今後、自分の「強み」を生かしていこうと思っ 

たかについてのアンケート結果（振り返りシー 

トより） 

図４ 友達の「強み」を知ることができたかについて 
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75.7%

24.3%

0.0% 0.0%

今後、自分の「強み」を生かしていこうと思いましたか？

思った

だいたい思った

あまり思わなかった

思わなかった



平成 30 年度 佐賀県教育センター 小・中・高等学校教育相談 

授業の考察③（小Ｂ）-4  

用への見通しや自信につながったためであると考えます。これらのことから、今後も、様々な教育活動と

関連付けながら、自分や友達の「強み」を生かしていこうとする意欲を高め、自分や友達の「強み」を見

付け、「強み」の生かし方を考えたりすることができるような取組を継続する必要があると考えます。 
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◆３時間の授業を通した考察（「振り返りシート」の結果と記述等から） 

  ３時間の授業の振り返りシートに共通する質問項目①「学習に進んで参加することができましたか」、

③「自分の『強み』を知ることができましたか」、④「友達の『強み』を知ることができましたか」から

考察します。 
①「学習に進んで参加することができま

したか」の質問に対して、「できた」と回答

した児童の割合は増えていることが分か

りました（図６）。その理由として、学習内

容が児童の実態に合っていたこと、ウェビ

ングマップを用いて「強み」を見付ける交

流活動を繰り返し行ったため、見通しをも

って安心して活動できたことなどが考え

られます。 
③「自分の『強み』を知ることができま

したか」の質問に対して、「できた」と回答

した児童の割合は 85％前後で推移し、④

「友達の『強み』を知ることができました

か」の質問に対して、「できた」と回答した

児童の割合は３時目に約５ポイント減少

しました（図７）。このように数値は伸びな

かったものの、ねらいが活用レベルまで深

まる３時目において、「できた」と回答した

児童が 85％を超えたことは、３時間の学習

を積み重ねた成果であると考えます。ま

た、全ての時間において、友達の「強み」

を知ることができた児童の割合が、自分の

「強み」を知ることができた児童の割合を

上回ることが分かりました（図７）。さら

に、３時間の学習後の感想には、「この３時

間は、とても大切な時間になったと思う。

今後、見付けた『強み』を生かしたり他の

『強み』を見付けたりしたい」「３時間の学

習を通して、友達から自分が気付かなかっ

た『強み』を見付けてもらってうれしかっ

た。少し自分に自信がもてた」等の記述が

見られました。これらのことから、３時間

を通して「強み」に着目した交流活動に取

り組み、友達から見付けてもらった「強み」

を参考にして自分の「強み」について考え

たことにより、自他の「強み」に気付きやすくなり、「強み」を知ることにつながったと考えます。 

以上のことから、「強み」に着目した交流活動を繰り返し行う「『強み』に関する活動プログラム」は、

児童が互いに自他のよさを見付け、認め合うことに有効であったと考えます。 

図６ 共通する質問項目①についてのアンケート結

果（振り返りシートより） 

図７ 共通する質問項目（③、④）についてのアンケー

ト結果（振り返りシートより） 


